
収
集
区
域

最
終
収
集
日

火
・
木
・
土

12
月
28
日
㈫

月
・
水
・
金

12
月
29
日
㈬

  受付時間

12月25日㈯ 午前８時30分～11時30分

 〃 26日㈰ 休み

 〃 27日㈪ 午前８時30分～11時30分、
午後１時～４時

 〃 28日㈫ 〃

 〃 29日㈬ 午前８時30分～11時30分

※12月30日㈭～1月3日㈪は休み

 

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集 

年
末　

ご
み
の
収
集
は
12
月
28
日
㈫

ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
可
燃
ご
み
の

収
集
は
左
表
の
通
り
行
い
ま
す
。

※
年
末
の
粗
大
ご
み
収
集
は
予
約
が

多
い
た
め
、
希
望
日
に
収
集
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

年
始　

１
月
４
日
㈫
か
ら
ご
み
収
集

日
程
表
の
通
り
開
始
し
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ご
み
を

持
ち
込
ま
れ
る
方
へ

　

年
末
の
ご
み
の
持
ち
込
み
受
付
時

間
は
左
表
の
通
り
で
す
。

　

な
お
、
年
末
は
直
接
ご
み
を
持
ち

込
む
方
が
多
い
た
め
、
非
常
に
混
雑

し
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

☆
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
の

際
は
、
一
方
通
行
等
に
ご
注
意
く
だ

さ
い

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
北
側
の
圏
央

道
十
文
字
原
橋
は
、
一
方
通
行
の
た

め
ペ
ア
ー
レ
埼
玉
側
か
ら
の
進
入
は

で
き
ま
せ
ん
。

  

ま
た
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
方
面

か
ら
の
右
折
進
入
も
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

い
ち

う
通
り

N
ペアｰレ埼玉

☆
必
ず
分
別
し
ま
し
ょ
う

　

直
接
ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
で
あ

っ
て
も
、
正
し
く
分
別
さ
れ
て
い
な

い
ご
み
の
受
け
入
れ
は
で
き
ま
せ

ん
。
ご
み
集
積
所
に
出
す
場
合
と
同

じ
よ
う
に
、
分
別
し
て
か
ら
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、

ラ
イ
タ
ー
の
ご
み
の
出
し
方
に
ご
注

意
を

　

ご
み
収
集
車
両
内
や
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
内
で
、
中
身
の
残
っ
た
ま
ま

の
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
が
摩
擦
に
よ
り

発
火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の

手
順
で
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
中
身
を
使
い
切
る
（
ラ
イ
タ
ー
も

同
様
）

②
缶
類
は
、
火
気
の
な
い
換
気
の
よ

い
屋
外
で
、
缶
に
穴
を
開
け
る

③
「
不
燃
ご
み
の
日
」
に
、
ほ
か
の

不
燃
ご
み
と
は
別
の
無
色
透
明
袋
に

入
れ
て
出
す

　

ラ
イ
タ
ー
も
中
身
を
使
い
切
っ
て

か
ら
別
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
（
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
と
同
じ
袋

で
も
可
）。

問
い
合
わ
せ　

総
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
☎
２
９
３
４
・
５
５
４
６

※ほかの不燃ごみとは別の無
色透明袋に入れてください。

QRコード

　入間市公式ホームページ
　　http://www.city.iruma.saitama.jp/
　入間市公式モバイルサイト
　　http://mobile.city.iruma.saitama.jp/

広報いるまは森林資源保護のため、再生紙を使用しています。
環境にやさしい「大豆油インキ」を使用しています。

12
1515
H.22H.22

20102010

今号の主な内容
お知らせ　年末年始の主な業務案内（P2）、差押財産の公売（P3）、技
　　　　　能功労者の表彰（P4）ほか

募　集　　男女共同参画セミナー（P5）、絵手紙入門（P6）、手もみ茶　　　
　　　　　体験ツアー、市書道展作品（P7）ほか
催し物　　むかしのくらしと道具展（P8）ほか
その他　　情報ネットワーク（P9）、市民相談（P12）ほか

Information Iruma

号いるま
広報広報

いるま
No.1064

入間市平和都市宣言（抜粋）平成7年8月15日
戦争が、繰り返されることのないように、
　平和の尊さを訴えつづけます。

入間市役所
 〒 358-8511
 埼玉県入間市豊岡 1-16-1
 ☎ 04・2964・1111（代表）
  薨 04・2965・0232（代表）
※Ｅメールは下記ホームページまたは　
　モバイルサイトからご利用ください。

広報いるま1月15日号は休刊となります。

インフルエンザを予防しましょう！
★手洗い・うがい
　は小まめに
★マスクを正しく
　着用しましょう
★「咳

せき

エチケット」
　を徹底しましょう



 

瑞
穂
斎
場

　

12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪
の
業

務
は
左
表
の
通
り
で
す
。

※
車
で
お
越
し
の
際
は
、
国
道
16
号

「
瑞
穂
斎
場
入
口
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

瑞
穂
斎
場
☎
０
４
２

・
５
５
７
・
０
０
６
４

注 1：12月27日㈪は窓口業務のみ
行います。

注 2：１月２日㈰・３日㈪は午前
９時から午後５時まで臨時開館し
ます。

注 3：運動公園・農村環境改善セ
ンターのテニスコートは、年末年
始（１月１日は除く）も午前10時
から午後４時まで利用できます。

注 4：12月28日㈫のトレーニング
室は、トレーニング機器の保守点
検のため利用できません。

注 5：12月30日㈭、１月３日㈪は
診療します。12月28日㈫・29日
㈬、１月４日㈫・５日㈬は狭山市
急患センター（☎2958・8771）の
診療日です。診療時間はいずれも
午後７時30分～10時30分です。

注 6：12月28日㈫の館内施設の利
用時間は午後１時までです。ま
た、12月28日㈫、１月４日㈫は風
呂の利用はできません。

☆戸籍に関する届け出は、休
業期間中でも市役所地下守衛
室でお預かりします。

◇◇◇年末年始の主な業務案内◇◇◇
　市役所の一般業務は、12月29日㈬～１月３日㈪の間、休業になります。
　市役所および各施設の年末年始の業務は、下表の通りです。なお、施設によってはその前
後も点検、整備等で利用できない日もありますのでご注意ください。

　　　　　  月　日

施  設  名   　　　

12月 1月
電話番号26日 27日 28日

12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪
は
休
業
で
す
（
一
部
を
除
く
。
注
参
照
）

４日５日６日
日 月 火 火 水 木

市役所・各支所 ○ ○ ○ ○ ○ 市役所
2964･1111

中央公民館 ○ ○
注１ ○ ○ ○ ○ 2964･2413

各公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○
市民体育館 ○ ○ ○ ○ 2962･1125
武道館 注２ ○ ○ ○ ○ 2965･5551
中央公園体育施設 2962･1125
運動公園体育施設 注３ ○ ○ ○ ○ 〃
黒須市民運動場 ○ ○ ○ ○ 〃
富士見公園体育施設 ○ ○ ○ ○ 〃
各地区体育館 ○ ○ ○ ○
博物館 ○ ○ 2934･7711
図書館本館、西武・金子・
藤沢分館 ○ ○ ○ 図書館本館

2964･2415
産業文化センター ○ ○ ○ ○ ○ 2964･8377
児童センター ○ ○ ○ ○ ○ 2963･9611
市民会館 ○ ○ ○ ○ ○ 2964･2411

健康福祉センター ○ ○ ○
注４ ○ ○ ○ 2966･5511

  ～3

夜間診療所 注５ ○ ○ 注５ 注５注５ ○ 2966･5515

老人福祉センターやまゆり荘 ○ ○
注６

○
注６ ○ ○ 2934･5315

農村環境改善センター 注３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2936･0900
リサイクルプラザ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2934･5324
市民活動センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2964･2511
男女共同参画推進センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2964･2536
青少年活動センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2962･1005

文化創造アトリエ「アミーゴ」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2931･3500

　　 　月 日
内容 　　　

12月 1月
29日 30日 31日 1日 2日 3日

火葬業務 ○ ○ ○
午後０時30分まで × × ×

式　場 ○ ○ ○
告別式まで × × ○

通夜から

受付業務 午前 8時30分～午後 8時（ 1月 1日～ 3日は電話
受付のみ）

※○印は業務を行っている日、   　  は行っていない日です。

※○印は業務を行っている日、×印は行っていない日です。
※ 1月 4日㈫から通常業務となります。

お知らせ
市公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 
http://www.city.iruma.saitama.jp/ 2広報いるま　平成22（2010）年12月15日号



 
入
間
市
駅
南
口
自
転
車
駐
車
場
の

 

無
料
開
放

と
き　

１
月
１
日
㈯
〜
３
日
㈪

※
期
間
中
、
駐
車
場
入
口
に
注
意
事

項
を
掲
示
し
ま
す
。
ま
た
、
駐
車
場

内
で
の
事
故
が
な
い
よ
う
十
分
注
意

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
市
民
生
活
課

 

年
末
年
始
の

 

水
道
の
使
用
開
始
と
休
止

　

12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪
は
、

水
道
の
使
用
開
始
・
休
止
（
開
閉

栓
）
の
受
け
付
け
業
務
は
休
業
し
ま

す
。

　

こ
の
期
間
中
に
住
所
移
転
そ
の
他

に
よ
り
、
水
道
の
使
用
を
開
始
ま
た

は
休
止
す
る
と
き
は
、
早
め
に
水
道

経
営
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、

鍵
山
浄
水
場
☎
２
９
６
２
・
３
８
６

０
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
水
道
経
営
課

 
水
道
メ
ー
タ
ー
に
も
冬
支
度
を

　

冬
に
な
る
と
、
水
道
メ
ー
タ
ー
や

露
出
し
て
い
る
水
道
管
、
蛇
口
が
寒

さ
の
た
め
に
凍
結
し
、
破
損
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
保
温
材
や
古
い
布

な
ど
を
使
い
、
防
寒
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

  

水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と

き
に
は
、
自
然
に
解
け
る
の
を
待
つ

か
、
水
道
管
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、

そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯

を
掛
け
て
解
か
し
て
く
だ
さ
い
。
直

接
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
や
ひ
び
割

れ
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合

に
は
、
メ
ー
タ
ー
の
所
に
あ
る
止
水

栓
（
丙
止
め
）
を
閉
め
、
市
指
定
水

道
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
水
道
経
営
課

 

道
路
の
凍
結
に
ご
注
意
を

　

路
面
凍
結
は
雪
だ
け
で
な
く
、
道

路
上
へ
ま
か
れ
た
水
に
よ
っ
て
も
起

こ
り
ま
す
。
凍
結
に
よ
る
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
道
路
上
へ
の
水
ま

き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
危
険
な
箇
所
を
見
掛
け
た

ら
、
道
路
管
理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
道
路
管
理
課

 

原
動
機
付
自
転
車
の
登
録

　

原
動
機
付
自
転
車
の
登
録
は
、
市

民
税
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
登

録
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
購
入
、
譲
渡
さ

れ
た
も
の
も
同
様
）。

販
売
店
で
購
入
し
た
と
き　

販
売
証

明
書
、
印
鑑

他
人
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
と
き　

廃
車

申
告
受
付
書
、
譲
渡
証
明
書
、
印
鑑

※
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
に
は
代

理
人
の
印
鑑
も
必
要
で
す
。
ま
た
、

入
間
市
に
住
民
登
録
が
な
い
方
は
、

住
民
票
の
写
し
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ  

市
役
所
市
民
税
課

 

国
保
税
・
介
護
保
険
料
・

 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は

 

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

平
成
22
年
中
に
納
付
さ
れ
た
国
民

健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
所
得
税
・

市
県
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
納
付
し
た
方
に

「
納
付
額
通
知
書
」
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
申
告
を
す
る
場
合
は
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

郵
送
時
期　

１
月
下
旬
予
定

記
載
内
容　

平
成
22
年
中
に
納
付
さ

れ
た
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
普

通
徴
収
分
の
金
額

※
国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯
課
税

に
よ
り
納
税
義
務
者
で
あ
る
世
帯
主

あ
て
に
通
知
し
ま
す
。
世
帯
内
で
複

数
の
方
が
申
告
す
る
場
合
は
、
必
要

に
応
じ
て
記
載
金
額
を
分
割
し
て
く

だ
さ
い
。

※
介
護
保
険
料
は
、
第
１
号
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
の
方
）
の
保
険
料
で

す
。

※
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
国
民
健

康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
特
別
徴
収
分
に

つ
い
て
は
、
年
金
保
険
者
（
日
本
年

金
機
構
等
）
か
ら
郵
送
さ
れ
る
「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
保
険
年
金
課

ま
た
は
高
齢
者
福
祉
課

 

建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

 

届
け
出
を

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
所
有
し
て

い
る
建
物
に
は
、
固
定
資
産
税
等
が

課
税
さ
れ
ま
す
。
住
宅
、
物
置
、
車

庫
な
ど
、
取
り
壊
し
た
建
物
（
一
部

取
り
壊
し
も
含
む
）
が
あ
る
場
合

は
、
資
産
税
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

い
〈
電
話
可
〉。

　

ま
た
、
登
記
を
し
て
あ
る
建
物
に

つ
い
て
は
、
法
務
局
（
登
記
所
）
へ

滅
失
登
記
の
申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
資
産
税
課

あいさつ運動を推進します　～青少年健全育成標語～
あいさつは　人の心の　おもてなし　東町中　河村　唯さん

入間市役所
☎０４・２９６４・１１１１お知らせ3 広報いるま　平成22（2010）年12月15日号

公売物件　土地・建物
所在地　宮寺4220番２（65街区２－１画地）：西
武バスの「入間市博物館」バス停下車徒歩15分
☆土地
　地目　畑　面積　265㎡（仮換地面積　175㎡）
　用途地域　第１種低層住居専用地域
☆建物（事務所・居宅）
　構造　木造２階建　　延べ床面積　117.99㎡
最低売却価格　1,480万円
入札日時・場所　１月27日㈭午後１時30分・市役所
５階第２委員会室
※ 公売物件の詳細や入札参加方法について詳しくは、「不動
産公売案内」（収税課で配布）をご覧ください。
※ 入札参加の際には、公売保証金150万円をお持ちくださ
い。売却決定の場合の買受代金納付期限は、２月３日㈭で
す。
※ この公売は、中止することがあります。入札実施の有無に
ついて、事前に必ずご確認ください。
※ 物件の所在地では、狭山台土地区画整理事業を施工中で
す。区画整理に伴い、清算金が発生する場合があります。
 　問い合わせ　市役所収税課

差押財産の公売（入札）



ご
み
の
排
出
量
・
処
理
経
費
と
も
に
減
少

　

平
成
21
年
度
の
入
間
市
の
ご
み
排
出
量
は
４
万
９
２

９
７
ト
ン
（
市
民
１
人
１
日
当
た
り
８
９
５
グ
ラ
ム
）

で
、
平
成
20
年
度
の
５
万
２
５
６
ト
ン
に
比
べ
て
約
９

５
９
ト
ン
減
少
し
ま
し
た
（
左
グ
ラ
フ
参
照
）。
ま
た

処
理
経
費
は
、
17
億
６
６
７
万
３
０
０
０
円
（
し
尿
経

費
を
除
く
。
市
民
１
人
当
た
り
１
万
１
３
１
２
円
）

で
、
平
成
20
年
度
の
17
億
３
２
４
８
万
円
と
比
べ
て
、

約
２
５
８
１
万
円
減
少
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
１
人
１

日
１
０
０
グ
ラ
ム
の
減
量
を
目
指
し
て
、
ご
み
の
減

量
・
資
源
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年度別ごみ量と処理経費
56,000
54,000
52,000
50,000
48,000
46,000
44,000
42,000
40,000
38,000 1,600,000

1,650,000

1,700,000

1,750,000

1,800,000

1,850,000

1,900,000

1,950,000
（ｔ） （千円）

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

ごみ量（t） 処理経費（千円）

今
年
度
は
資
源
ご
み
が
増
加
傾
向

　

平
成
22
年
度
の
上
半
期
（
４
月
〜
９
月
）
の
ご
み
排

出
量
は
、
下
表
の
通
り
、
全
体
で
８
０
１
ト
ン
減
少
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
今
年
度
か
ら
不
燃
ご
み
と
し
て

処
理
し
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

（
プ
ラ
マ
ー
ク
の
表
示
が
あ
る
も
の
）
の
す

べ
て
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ビ
ニ
ー
ル
類
（
資
源
ご
み
）
と

し
て
処
理
し
た
の
が
大
き
な
要
因
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
不

燃
ご
み
が
減
少
し
、
資
源
ご
み
が
増
加
し
ま
し
た
。
今
後

も
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

施
設
を
よ
り
長
く
利
用
す
る
た
め
に

　

総
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
平
成
８
年
度
か
ら
稼
動

し
、
14
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
適
切
な
維
持
管
理
を
行
う

た
め
に
、
年
間
２
億
円
を
超
え
る
修
繕
費
用
が
掛
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
焼
却
灰
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
の
資
源
化
な
ど
に
も
費
用
が
掛
か
り
ま

す
。
ご
み
量
が
減
少
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
費
用
も
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
み
の
分
別
・
減
量
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
２
９
３
４
・

５
５
４
６ 22年度 21年度 増減

可燃ごみ 18,749 19,526 777トン減少
不燃ごみ 1,115 1,222 107トン減少
粗大ごみ 1,118 1,123 5トン減少
資源ごみ 3,977 3,889 88トン増加
合計 24,959 25,760 801トン減少

（ｔ）

３Ｒくん

　修理してまだ使え
ないか、ほかに使っ
てくれる人がいない
かなど、ごみにする
前にもう一度考えて
みましょう。

21・22年度上半期（４月～９月）のごみ量比較

平
成
21
年
度
の

　
　

ご
み
量
と
処
理
経
費

プラマーク

 
平
成
22
年
度

 

技
能
功
労
者
の
表
彰

　

30
年
以
上
に
わ
た
り
技
能
の
錬
磨

に
励
み
、
後
継
者
の
指
導
育
成
に
努

め
、
地
域
産
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
次
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　

〈
敬
称
略
・
順
不
同
〉

・
田
中　

宏
（
自
動
車
整
備
職
、
宮

　

寺
）

・
本
橋　

彰
（
自
転
車
修
理
職
、
宮

　

寺
）

・
岡
部　

茂
（
理
容
師
、
新
久
）

・
吉
原
茂
良
（
畳
職
、
扇
町
屋
）

・
諸
井
克
彦
（
造
園
職
、
高
倉
）

・
髙
山　

昇
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
職
、

　

仏
子
）

・
田
中
茂
司
（
管
工
事
職
、
野
田
）

・
大
野
勝
己
（
調
理
師
、
宮
寺
）

・
田
中
広
則
（
設
備
土
木
職
、
豊

　

岡
）

・
見
目
忠
重
（
唐
木
工
芸
職
、
小
谷

　

田
）

・
西
野
美
晴
（
製
茶
業
、
新
久
）

・
清
水
省
次
（
建
築
職
、
野
田
）

・
冨
栄
茂
夫
（
建
築
職
、
豊
岡
）

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
商
工
課

 

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

12
月
31
日
現
在
で
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
と
し
た
「
工
業
統

計
調
査
」
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
調
査
は
工
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
国
や
都
道

府
県
の
施
策
立
案
の
基
礎
資
料
と
な

り
、
ま
た
民
間
企
業
や
大
学
な
ど
幅

広
い
分
野
で
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
、
調
査
員
が
調
査

票
の
記
入
の
お
願
い
に
各
事
業
所
を

訪
問
し
ま
す
。
そ
の
際
、
疑
問
な
点

や
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容

は
、
統
計
法
に
よ
り
そ
の
秘
密
は
厳

守
さ
れ
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使

用
し
ま
せ
ん
。
事
業
主
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
企
画
課

第43回交通安全標語（運転者向け）無理しない　用心深さで　事故防止　篠崎博美さん
　　　　　　　　　　　　　　　　危ないよ　お酒一滴　事故のもと　　金子中　菊池裕平さん

お知らせ
市公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 
http://www.city.iruma.saitama.jp/ 4広報いるま　平成22（2010）年12月15日号



と　き ところ 内　容 講　師

①１月26日、
２月２日㈬

健康福祉
センター

講義
「ジュニア育成の
ためのメンタルト
レーニング」

織田憲嗣氏（国立スポ
ーツ科学センタースポ
ーツ科学研究部心理学
研究室契約研究員）

②２月５日㈯ 市民体育
館

講義・実技
「ドイツのジュニア
のトレーニング」

ライプチヒスポーツ
科学交流協会講師

③  〃 16日㈬ 健康福祉
センター

講義
「スポーツ指導者
におけるリスクマ
ネジメント」

大澤一司氏
（アーク法律事務所
弁護士）

と　き 内　容 講　師
１月22日㈯ 公開講演会「いつまでも

輝いて生きるために」
湊　晶子氏
（前東京女子大学学長）

２月６日㈰ 家族とのコミュニケーシ
ョン

柏木誠二氏
（入間向陽高等学校教頭）

  〃 19日㈯ 女
ひと

と男
ひと

　生涯スポーツへ
の取組にみる違い

天野宏司氏
（駿河台大学准教授）

３月５日㈯ 女性／男性と言葉 秋山洋子氏
（駿河台大学教授）

  〃 12日㈯
女と男　いきいきと生き
るために～男女共同参画
社会を考えてみよう

丹羽雅代氏
（アジア女性資料センタ
ー運営委員）

 
消
防
団
車
両
の
更
新

　

消
防
団
車
両
は
、
防
災
体
制
の
強

化
を
図
る
た
め
、
お
お
む
ね
15
年
を

経
過
し
た
車
両
か
ら
計
画
的
に
更
新

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
11
月
に

第
５
分
団
第
２
部
（
藤
沢
地
区
）
の

消
防
ポ
ン
プ
車
を
最
新
鋭
の
車
両
に

更
新
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
警
防
課
☎

２
９
６
２
・
６
４
５
５

 

青
少
年
事
業
の
企
画
運
営

　

青
少
年
・
親
子
を
対
象
に
し
た
事

業
や
、
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
を
活

用
し
た
事
業
を
企
画
・
運
営
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

事
業
期
間　

平
成
23
年
５
月
〜
24
年

２
月

※
３
月
中
旬
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
実
施
事
業
を
決
定
し
ま
す
。

対
象　

事
業
を
実
施
で
き
る
知
識
・

技
術
等
が
あ
る
団
体
（
営
利
企
業
・

宗
教
団
体
を
除
く
）

募
集
内
容　

次
に
掲
げ
る
内
容
の
も

の
で
、
原
則
と
し
て
１
事
業
に
つ
き

月
１
回
程
度
、
年
間
７
回
以
上
実
施

す
る
も
の

①
生
活
体
験
活
動
、
自
然
体
験
活
動

お
よ
び
社
会
体
験
活
動

②
科
学
学
習

③
芸
術
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
お
よ

び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

④
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
す

る
指
導
者
の
養
成

⑤
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整

備事
業
予
算　

市
の
予
算
の
範
囲
内

（
お
お
む
ね
20
万
円
程
度
）
と
参
加

費
の
徴
収
に
よ
る

申
し
込
み　

２
月
28
日
㈪
ま
で
に
申

込
書
等
（
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
に

用
意
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直

接
、
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
☎
２
９

６
２
・
１
０
０
５

 

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー 

  

〜
女ひ

と

と
男ひ

と　

共
に
か
が
や
き 

 　

  

い
き
い
き
と
〜

と
き
・
内
容
・
講
師　

左
表
の
通
り

と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
イ

ル
ミ
ン
内
）

対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在

学
の
方

定
員　

公
開
講
演
会
：
80
人
（
手
話

通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
）、
連
続
受

講
者
：
30
人
（
希
望
の
回
の
み
の
受

講
可
）

※
一
時
保
育
（
２
歳
〜
就
学
前
）
あ

り
。
各
回
１
週
間
前
ま
で
に
要
予
約

受
講
料　

無
料

申
し
込
み　

12
月
20
日
㈪
〜
各
回
前

日
に
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
２
９
６
４
・
２
５
３
６
〈
電
話

可
〉

 

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー

 

養
成
講
座

と
き
・
内
容
等　

左
表
の
通
り

参
加
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
で
18

歳
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
が
あ
る

方
、
現
在
、
主
に
青
少
年
の
指
導
に

当
た
っ
て
い
る
方
ま
た
は
今
後
指
導

に
当
た
ろ
う
と
す
る
方
で
、
原
則
す

べ
て
受
講
で
き
る
方

定
員　

先
着
50
人

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

講
義
：
筆
記
用
具
、
実

技
：
運
動
で
き
る
服
装
、
室
内
履
き

共
催　

市
教
育
委
員
会
、
市
体
育
協

会後
援　

㈶
防
衛
施
設
周
辺
整
備
協
会

申
し
込
み　

12
月
17
日
㈮
か
ら
市
民

体
育
館
☎
２
９
６
２
・
１
１
２
５
ま

た
は
体
育
課
〈
電
話
可
〉

問
い
合
わ
せ　

市
教
育
委
員
会
体
育

課 

平
成
22
年
度
市
体
育
賞

　

市
で
は
、
平
成
22
年
１
月
１
日
〜

12
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

競
技
の
各
大
会
に
参
加
し
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
対
象
に

体
育
賞
を
授
与
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在

学
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

個
人
ま
た
は
団
体

①
県
大
会
で
優
勝
ま
た
は
準
優
勝
し

た
個
人
・
団
体

②
国
民
体
育
大
会
に
出
場
し
た
個

人
・
団
体

③
全
国
的
な
規
模
で
開
催
さ
れ
た
大

会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
・

団
体

申
請
方
法　

１
月
11
日
㈫
〈
必
着
〉

ま
で
に
、
申
請
用
紙
（
体
育
課
に
用

意
）
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
直

接
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
体
育
課
（
〒

358
・
８
５
１
１
入
間
市
役
所
）

問
い
合
わ
せ　

市
教
育
委
員
会
体
育

課

※時間はいずれも午後１時30分～３時30分

※時間は①・③は午後７時～９時、②は午前９時～正午

入間市役所
☎０４・２９６４・１１１１お知らせ・募集5 広報いるま　平成22（2010）年12月15日号

県営住宅入居者　案内の配布期間・場所　１月４日㈫～21日㈮・埼玉県住宅供給公社および県内各市役所・町村役場
（入間市役所の場合は営繕課）問い合わせ　埼玉県住宅供給公社県営住宅課☎048･829･2875



と　き ところ テーマ・内容 講　　師
１月８日㈯午後１時
30分～３時30分

市民活動
センター

医療から見た認知症
認知症の治療と診断

平井茂夫氏
（入間平井クリニック）

 〃 29日㈯午後１時
30分～４時30分 〃

介護する人を支えたい
①介護者の現状と支援の
必要性
②介護者の苦悩やストレ
スと支援の取り組み

①堀越栄子氏
（日本女子大学教授、ＮＰＯ法人さいたまＮ
ＰＯセンター副代表理事）
②牧野史子氏
（ＮＰＯ法人介護者サポートネットワーク・
アラジン代表理事）

２月５日㈯午後１時
30分～４時30分

健康福祉
センター

市民と地域包括支援セン
ターでつくる介護者支援
①認知症のケアとその家
族との関わり
②包括支援センターの役
割、介護家族への支援

①高野房子氏
（杜の家あい小規模多機能型居宅介護・グル
ープホーム杜の家あい施設長）
②橘　裕子氏
（豊岡西地域包括支援センター社会福祉士）

と　き 内　　容

１月29日㈯ 講義「精神保健福祉ボランティアとは－まちづくりの視点で－」

２月５日㈯ 講義「精神障害の基礎知識・対応の仕方について」

  〃 12日㈯ 講義「入間市の障害者支援」

  〃 19日㈯ 社会福祉法人創和との交流

  〃 26日㈯ 精神保健ボランティアグループひばりとの交流　ほか

※時間はいずれも午前10時～正午

 
お
試
し

 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用

 

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
使
っ
て
み
た

い
け
ど
ち
ょ
っ
と
自
信
が
な
い
方
、

こ
の
機
会
に
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
お

試
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

と
き　

１
月
18
日
㈫
・
21
日
㈮
午
前

11
時
30
分
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

15
歳
以
上
（
中
学
生
を
除

く
）
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
利

用
に
自
信
の
な
い
方

定
員　

各
日
先
着
10
人

参
加
費　

無
料

※
正
式
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用

す
る
に
は
、
別
途
「
体
力
度
測
定
コ

ー
ス
」
（
広
報
い
る
ま
１
日
号
の

「
健
康
だ
よ
り
」
で
案
内
）
の
受
講

が
必
要
で
す
。

申
し
込
み　

12
月
22
日
㈬
か
ら
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課
☎
２
９

６
６
・
５
５
１
３

 

肩
こ
り
・
腰
痛
・ 

ひ
ざ
痛

 

予
防
教
室

　

肩
こ
り
・
腰
痛
・
ひ
ざ
痛
を
予
防

し
て
日
常
生
活
を
快
適
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。
痛
み
を
予
防
す
る
ス
ト
レ

ッ
チ
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
紹
介

し
ま
す
。

と
き　

１
月
12
日
・
19
日
・
26
日
㈬

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

西
武
公
民
館

対
象　

市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
、

肩
こ
り
・
腰
痛
・
ひ
ざ
痛
を
予
防
し

た
い
方
、
ま
た
は
運
動
不
足
な
ど
が

原
因
で
慢
性
的
な
こ
れ
ら
の
痛
み
に

お
悩
み
の
方

※
医
師
に
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
る

方
、
首
や
背
骨
、
関
節
等
の
疾
患

（
け
い
つ
い
損
傷
、
ぎ
っ
く
り
腰
、

つ
い
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
半
月
板
損
傷

等
）
の
あ
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

定
員　

先
着
30
人

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

内
用
運
動
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
し
込
み　

12
月
22
日
㈬
か
ら
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課
☎
２
９

６
６
・
５
５
１
３

 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

 

〜
支
え
る
人
を
支
え
た
い
〜

　
「
認
知
症
の
方
の
介
護
」
が
今
、

社
会
の
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
認
知
症
を
よ
り
理
解
し
、
ど
う

し
た
ら
介
護
す
る
人
を
支
え
ら
れ
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
地
域
で
私
た

ち
は
何
が
で
き
る
の
か
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
民
活
動
団
体
と

市
が
協
働
で
実
施
し
ま
す
。

と
き
・
内
容
等　

左
表
の
通
り

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可

対
象　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
受
講
し
た
方
、
ま
た
は
市
内
在

住
で
介
護
問
題
に
関
心
を
も
っ
て
い

る
方

定
員　

先
着
80
人
（
要
約
筆
記
あ

り
。
手
話
通
訳
が
必
要
な
方
は
各
回

３
日
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

企
画
運
営　

い
る
ま
介
護
保
険
わ
か

ろ
う
会

申
し
込
み　

12
月
24
日
㈮
ま
で
に
市

役
所
高
齢
者
福
祉
課
ま
た
は
、
い
る

ま
介
護
保
険
わ
か
ろ
う
会　

近
藤
☎

２
９
６
４
・
０
５
５
２
〈
電
話
可
〉

 

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

講
習
会

　

精
神
障
害
を
持
つ
人
と
、
共
に
生

き
る
地
域
社
会
を
創つ

く

り
だ
す
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

と
き
・
内
容　

左
表
の
通
り

と
こ
ろ　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在

学
の
18
歳
以
上
で
、
精
神
保
健
福
祉

活
動
に
関
心
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
地
域
の
活
動
に
参
加
し
て

み
た
い
と
思
う
健
康
な
方
（
全
日
程

に
出
席
で
き
る
方
）

定
員　

先
着
30
人

参
加
費　

３
０
０
円
（
資
料
代
等
）

共
催　

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
市

申
し
込
み　

12
月
21
日
㈫
か
ら
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に

よ
り
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎

２
９
６
４
・
０
４
８
６
、
薨
２
９
６

３
・
１
０
７
２
、

irum
a_vc@

atlas.plala.or.jp

 

高
齢
者
教
養
講
座

 「
絵
手
紙
入
門
」

と
き　

２
月
３
日
㈭
・
４
日
㈮
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や

ま
ゆ
り
荘
」

対
象　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

定
員　

20
人
（
超
え
た
場
合
は
抽

選
）

参
加
費　

３
０
０
円

申
し
込
み　

１
月
14
日
㈮
ま
で
に
や

ま
ゆ
り
荘
☎
２
９
３
４
・
５
３
１
５

〈
電
話
可
〉

募　集
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普
通
救
命
講
習
会

と
き　

１
月
16
日
㈰
午
前
８
時
45
分

〜
正
午

と
こ
ろ　

市
消
防
署
（
小
谷
田
５
８

１
、
国
道
16
号
脇
）

対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在

学
で
中
学
生
以
上
の
方
、
お
よ
び
再

講
習
を
希
望
す
る
方

内
容　

心
肺
蘇そ

生
法
（
成
人
）、
止

血
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法

定
員　

先
着
25
人

参
加
費　

無
料

※
講
習
会
修
了
者
に
は
、
修
了
証
を

交
付
し
ま
す
。
既
に
修
了
証
を
受
領

さ
れ
た
方
は
除
き
ま
す
。

申
し
込
み　

12
月
20
日
㈪
午
前
９
時

か
ら
電
話
に
よ
り
消
防
署
☎
２
９
６

２
・
７
３
０
６

 

平
成
23
年
度

 

埼
玉
県
公
立
小
・
中
学
校

 

臨
時
的
任
用
教
職
員

 

お
よ
び
非
常
勤
講
師

　

平
成
23
年
度
の
公
立
小
・
中
学
校

に
お
け
る
欠
員
補
充
や
、
休
職
、
病

気
休
暇
、
育
児
休
業
等
で
勤
務
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
教
職
員
の
代
替
と

し
て
、
臨
時
的
任
用
教
職
員
お
よ
び

非
常
勤
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

次
の
①
②
を
満
た
す
方

①
教
員
に
つ
い
て
は
教
員
普
通
免
許

状
、
学
校
栄
養
職
員
に
つ
い
て
は
栄

養
士
免
許
状
ま
た
は
管
理
栄
養
士
免

許
状
を
所
有
し
て
い
る
方
ま
た
は
取

得
見
込
の
方

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
お
よ
び
学

校
教
育
法
第
９
条
の
欠
格
事
項
に
該

当
し
な
い
方

※
応
募
の
際
は
「
希
望
調
書
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

p
ref.saitam

a.lg
.jp
/p
ag
e/

rinjitekininyo.htm
l

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
ま
た
は
県
西
部
教
育
事
務
所

☎
０
４
９
・
２
４
２
・
１
８
０
５

手
も
み
茶
体
験
ツ
ア
ー

第14回
　

あ
な
た
も
狭
山
茶
の
伝
統
的
製
茶

法
「
手
も
み
」
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
茶
業
者
に
よ
る
「
お
茶
の
お

い
し
い
淹い

れ
方
教
室
」
も
同
時
に
開

催
し
ま
す
。

と
き　

１
月
21
日
㈮
午
前
９
時
市
役

所
正
面
玄
関
前
集
合
、
市
の
バ
ス
で

移
動
し
、
解
散
は
市
役
所
午
後
１
時

の
予
定

と
こ
ろ　

市
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

（
中
神
７
９
０
）

対
象　

市
内
在
住
の
方
（
未
就
学
児

の
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

定
員　

24
人
（
超
え
た
場
合
は
抽

選
）

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
昼
食
代

等
）

申
し
込
み　

１
月
６
日
㈭
〈
消
印
有

効
〉
ま
で
に
往
復
は
が
き
（
１
枚
で

２
人
ま
で
）
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
市
役
所
農
政
課

（
〒
358
・
８
５
１
１
入
間
市
役
所
）

 

市
書
道
展
作
品

　

２
月
24
日
㈭
か
ら
博
物
館
「
ア
リ

ッ
ト
」
で
開
催
す
る
市
書
道
展
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
作
品　

書
（
漢
字
、
か
な
、
一

字
書
、
詩
文
、
篆て

ん

刻こ
く

、
刻
字
な
ど
）

応
募
方
法　

12
月
16
日
㈭
か
ら
市
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
、
各
公
民

館
、
博
物
館
で
配
布
す
る
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館
☎
２
９

６
４
・
２
４
１
３

 

ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
教
室

　

歌
が
好
き
な
人
集
ま
れ
！　

市
中

央
少
年
少
女
合
唱
団
と
一
緒
に
、
合

唱
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
（
申
し
込
み
時
期
が
例
年
よ
り
早

い
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

と
き　

４
月
〜
７
月
の
毎
週
土
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

対
象　

新
小
学
３
〜
６
年
生

参
加
費　

月
２
０
０
０
円
（
ほ
か
に

申
込
時
に
楽
譜
印
刷
代
５
０
０
円
）

講
師　

志
村
美
樹
子
氏
（
市
中
央
少

年
少
女
合
唱
団
団
長
）
ほ
か

共
催　

市
中
央
少
年
少
女
合
唱
団
、

中
央
公
民
館

申
し
込
み　

１
月
４
日
㈫
〜
２
月
４

日
㈮
に
楽
譜
印
刷
代
を
添
え
て
中
央

公
民
館
☎
２
９
６
４
・
２
４
１
３

 

新
年
初
日
の
出
の
集
い

と
き　

１
月
１
日
㈯
午
前
６
時
30
分

か
ら
（
日
の
出
予
定
時
刻
：
午
前
６

時
50
分
ご
ろ
）

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止

と
こ
ろ　

桜
山
展
望
台
（
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
北
側
）

※
駐
車
場
が
非
常
に
少
な
い
た
め
、

徒
歩
ま
た
は
自
転
車
で
の
お
越
し
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

内
容　

市
民
憲
章
唱
和
、
甘
酒
・
一

煎
茶
パ
ッ
ク
の
無
料
配
布
、
観
光
カ

レ
ン
ダ
ー
販
売
等

問
い
合
わ
せ　

市
観
光
協
会
☎
２
９

６
４
・
４
８
８
９
、
ま
た
は
市
役
所

商
工
課

★
年
末
年
始
に
桜
山
展
望
台
を
特
別

開
放
し
ま
す

　

12
月
31
日
㈮
午
前
９
時
〜
１
月
４

日
㈫
午
後
４
時
30
分
、
展
望
台
を
特

別
開
放
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
み
ど
り
の
課

入間市役所
☎０４・２９６４・１１１１募集・催し物7 広報いるま　平成22（2010）年12月15日号



懐かしい農家の囲
い

炉
ろ

裏
り

に台所、昭和の茶の間やダイニングキッチン…
ここに来れば、「あのころの入間」「あのころのくらし」が見えてきます。

　　　　　　　　　　  第14回 
むかしのくらしと道具展

▲昭和初期の農家の、囲炉裏のある部屋と
台所。井戸端も再現。

Ⅰ．むかしのくらしへ、タイムトリップ
　入間の地域的な特色、暮らしの変化のイメージをつ
かむ導入部。大正・昭和・平成の土地利用図や写真等

の展示、昭和
初期と昭和40
年ごろを想定
した部屋の情
景再現展示な
どをします。

むかしの入間ってどんなところだったの？
むかしの人たちはどんな生活をしていたの？

　博物館ボランティアスタッフによる蓄音機やステ
レオプレーヤーのしくみの説明と、懐かしいレコー
ドの視聴体験です。ご家庭に眠っているレコードを
お持ちください。すばらしい音で再生します！
とき　12月18日㈯午前11時から
　　　12月19日㈰午前11時から、午後２時から
　　　（１月15日㈯・16日㈰、２月11日（金・祝）にも実施）

12月中のピックアップイベント

「むかしの音を聞いてみよう」

※その他、関連事業の詳細については『広報いるま』１
月１日号、２月１日号の「アリット広場」や、『ニュー
ス・アリット』１月１日号、博物館ホームページをご覧
いただくか、お問い合わせください。

　ボランティア会による楽しい関連事業もさ
らにスケールアップ！　見る、聞く、体験す
る、「むかしのくらしと道具展」は、いろん
な要素のつまった「おもしろくてためにな
る」冬のアリット恒例の一大イベントです！

イル坊とマー子
アリットの子ども向けキャラ
クターとして活躍中！！

問い合わせ　博物館「アリット」☎ 2934・7711

ところ　博物館特別展示室　ほか
協　力　入間市老人クラブ連合会、入間市博物館ボランティア会、　
　　　　入間市博物館・学校連携事業研究委員会
博物館ＡＬＩＴホームページ　http://www.alit.city.iruma.saitama.jp/

入間市博物館　　　（二本木 100 番地）
休館日：12月20日㈪・24日㈮・27日㈪～１月５日㈬・11日㈫・
　　　　17日㈪・24日㈪・25日㈫・31日㈪・２月７日㈪

　子どもからお年寄りまで、毎年多くの皆さんに好評をい
ただいている「むかしのくらしと道具展」。展示資料の提
供者はもちろん、入間市老人クラブ会員の皆さんをはじ
め、博物館ボランティアスタッフなど、大勢の市民の皆さ
んの協力を得て、今年も開催します。

Ⅱ．なるへそ道具箱
　テーマごとに道具
の移り変わりや、知
恵や工夫、技術を展
示します。むかしの
小学生の一日、リサ
イクルに関する道具
を展示します。

Ⅲ．たいけんコーナーたいけんコーナー
　　　　※実施時間：午前10時～午後４時30分

　昔の道具を使ったり、
実演を見たりすることを
通じて、道具や当時の暮
らし方について理解を深
めるコーナー。石臼・蓄
音機・棒

ぼう

秤
ばかり

・昔の遊びな
どの体験ができます。

展　示　構　成

◀学校授業では、老
人クラブの皆さんと
一緒にきなこづくり
をします。

◀蓄音機の、電気を
使わないのに大きな
音が出せるしくみも
分かります。

12月16日㈭～平成23年２月13日㈰ 午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）　観覧無料

※レコードの状態によ
っては、再生をお断り
する場合があります。
あらかじめご了承くだ
さい。

（写真提供：長澤登志夫氏）

12月16日㈭から開催します!!

催し物
市公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 
http://www.city.iruma.saitama.jp/ 8広報いるま　平成22（2010）年12月15日号



交通遺児等
の人数 同居世帯の総所得額

１人 274万円以下
２人 312万円以下
３人 350万円以下
４人 388万円以下
５人以上 426万円以下

情
報ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

狭
山
警
察
署
駐
車
監
視
員
活
動

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し

◆
　
「
駐
車
監
視
員
」
は
、
警
察
署
長

の
委
託
を
受
け
た
法
人
が
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
よ
り
そ
の
活
動
方
針
、
活
動

地
域
等
に
定
め
ら
れ
た
地
域
を
巡
回

し
、
放
置
車
両
の
確
認
や
確
認
標
章

の
取
り
付
け
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

狭
山
警
察
署
で
は
、
放
置
駐
車
状

況
等
を
定
期
的
に
分
析
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
次
の
通
り
見
直
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
駐
車
監
視
員
の
活

動
地
域
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
す
。

変
更
日　

12
月
15
日
㈬
か
ら

新
活
動
地
域

最
重
点
地
域
：
新
狭
山
駅
周
辺

重
点
地
域
：
狭
山
市
駅
周
辺
、
入
間

市
駅
周
辺

※
重
点
時
間
帯
は
い
ず
れ
も
午
前
５

時
〜
午
後
10
時

変
更
地
域　

宮
寺
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
パ
ー
ク
入
間
周
辺
を
活
動
地
域
か

ら
除
外

問
い
合
わ
せ　

狭
山
警
察
署
（
交
通

課
）
☎
２
９
５
３
・
０
１
１
０

※
詳
し
く
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.police.pref.

saitam
a.lg.jp/kenkei/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
被
害
者
の

ご
家
族
へ
の
援
護
金

◆
　

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で

は
、
県
内
在
住
の
交
通
遺
児
等
を
対

象
に
援
護
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

※
「
交
通
遺
児
等
」
と
は
、
18
歳
以

下
の
子
ど
も
（
乳
幼
児
か
児
童
・
学

生
に
限
る
）
で
、
保
護
者
（
一
方
ま

た
は
双
方
）
が
、
交
通
事
故
に
よ
り

死
亡
ま
た
は
重
い
障
害
を
負
っ
た
方

を
言
い
ま
す
。

給
付
額　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
年
額

10
万
円

給
付
時
期　

平
成
23
年
４
月
下
旬
に

給
付
（
給
付
日
は
未
定
）

対
象　

左
表
の
要
件
を
満
た
す
世
帯

申
請
方
法　

１
月
31
日
㈪
〈
必
着
〉

ま
で
に
申
請
書
類
（
市
民
生
活
課
、

各
学
校
等
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
に
よ

り
、
み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支
店

（
〒
330
・
０
０
６
３
さ
い
た
ま
市
浦

和
区
高
砂
２
の
６
の
18
）

問
い
合
わ
せ　

県
防
犯
・
交
通
安
全

課
☎
０
４
８
・
８
３
０
・
２
９
５
８

ご
存
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

◆
　

検
察
審
査
会
は
、
検
察
官
が
犯
罪

の
嫌
疑
を
受
け
た
人
（
被
疑
者
）
を

裁
判
に
掛
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起

訴
処
分
）
の
善
し
あ
し
を
、
11
人
の

検
察
審
査
員
が
会
議
を
開
い
て
審
査

し
ま
す
。
こ
の
検
察
審
査
員
は
、
衆

議
院
議
員
の
選
挙
権
を
持
つ
人
の
中

か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
ま
す
。
検

察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
は
、
市

民
の
代
表
と
し
て
進
ん
で
こ
の
仕
事

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
犯
罪
の
被
害
者
や
告
訴
人

等
が
、
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に
納

得
で
き
な
い
と
き
は
、
検
察
審
査
会

に
審
査
の
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
費
用
は
無
料
で
す
）。

問
い
合
わ
せ　

さ
い
た
ま
地
方
裁
判

所
川
越
支
部
川
越
検
察
審
査
会
事
務

局
☎
０
４
９
・
２
２
５
・
３
５
０
０

２
年
目
を
迎
え
た

裁
判
員
制
度

◆
　

こ
の
制
度
は
、
裁
判
員
候
補
者
か

ら
選
ば
れ
た
裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に

参
加
し
、
裁
判
官
と
と
も
に
、
被
告

人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合

は
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
決
め

る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
経
験
や
考

え
を
裁
判
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
裁

判
員
制
度
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
悪
質
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

電
話
で
「
あ
な
た
が
裁
判
員
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
」
な
ど
と
う
そ
を
言

い
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す

る
悪
質
な
事
例
が
あ
り
ま
す
。
裁
判

所
が
、
裁
判
員
や
裁
判
員
候
補
者
に

選
任
さ
れ
た
こ
と
を
、
電
話
で
通
知

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
連
絡
を
受
け
て
も
個
人
情
報
を

教
え
ず
、
最
寄
り
の
裁
判
所
や
警
察

署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.saibanin.courts.

go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

さ
い
た
ま
地
方
裁
判

所
事
務
局
総
務
課
☎
０
４
８
・
８
６

３
・
８
５
２
１

「
里
親
入
門
講
座
」
開
催

◆
　

里
親
と
は
、
病
気
や
家
庭
の
事
情

な
ど
何
ら
か
の
理
由
で
、
保
護
者
が

子
ど
も
を
育
て
ら
れ
な
い
場
合
に
保

護
者
に
代
わ
っ
て
養
育
す
る
方
の
こ

と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
の
温

か
さ
の
中
で
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
多
く
の
皆
さ

ん
が
里
親
制
度
を
理
解
し
、
登
録
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
「
里
親
入
門

講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

１
月
29
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

狭
山
市
産
業
労
働
セ
ン
タ

ー
（
狭
山
市
入
間
川
１
の
３
の
３
）

内
容　

所
沢
児
童
相
談
所
に
よ
る
里

親
制
度
に
つ
い
て
の
講
義
、
里
親
体

験
者
に
よ
る
体
験
談
の
発
表
等

定
員　

先
着
50
人

※
保
育
有
り
（
先
着
10
人
）。
ご
希

望
の
方
は
、
１
月
13
日
㈭
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

共
催　

狭
山
市
、
狭
山
地
区
里
親

会
、
所
沢
児
童
相
談
所
、
里
親
会
所

沢
支
部

申
し
込
み　

12
月
17
日
㈮
か
ら
狭
山

市
役
所
子
育
て
支
援
課
☎
２
９
５
３

・
１
１
１
１

調
理
師
の
方
は

調
理
業
務
従
事
者
届
を

◆対
象　

県
内
の
飲
食
店
や
給
食
施
設

な
ど
で
就
業
し
て
い
る
調
理
師

届
出
方
法　

１
月
15
日
㈯
ま
で
に
指

定
様
式
（
狭
山
保
健
所
に
用
意
）
に

平
成
22
年
12
月
31
日
現
在
の
氏
名
、

免
許
番
号
、
従
事
す
る
施
設
名
等
を

記
入
し
直
接
、
県
調
理
師
会

問
い
合
わ
せ　

県
健
康
づ
く
り
支
援

課
☎
０
４
８
・
８
３
０
・
３
５
８

５
、
ま
た
は
県
調
理
師
会
☎
０
４
８

・
８
６
２
・
６
４
４
３

入間市役所
☎０４・２９６４・１１１１情報ネットワーク9 広報いるま　平成22（2010）年12月15日号



《 有料広告欄 》

放
送
大
学

平
成
23
年
度
４
月
入
学
生
募
集

◆
　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
で
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な

が
ら
学
び
た
い
、
生
涯
学
習
に
興
味

の
あ
る
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

募
集
の
種
類

教
養
学
部
：
科
目
履
修
生
（
６
カ

月
）、
選
科
履
修
生
（
１
年
間
）、
全

科
履
修
生
（
４
年
以
上
）

大
学
院
：
修
士
科
目
生
（
６
カ

月
）、
修
士
選
科
生
（
1
年
間
）

受
付
期
間　

２
月
28
日
㈪
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求　

放
送
大

学
東
京
多
摩
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
４

２
・
３
４
９
・
３
４
６
７

市
民

ろ
ば

ひ

〜
サ
ー
ク
ル
情
報
掲
示
板
〜

〜
サ
ー
ク
ル
情
報
掲
示
板
〜

ス
ペ
ー
ス
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
バ
ス
ツ

ア
ー
開
催

と
き　

２
月
19
日
㈯
〜
20
日
㈰
（
１

泊
２
日
）
と
こ
ろ　

オ
グ
ナ
ほ
た
か

（
群
馬
県
）
対
象　

中
学
生
以
上　

内
容　

ク
ラ
ス
分
け
に
よ
る
ス
キ
ー

技
術
講
習　

定
員　

先
着
40
人　

参

加
費　

２
万
６
０
０
０
円
（
宿
泊

代
、
交
通
費
、
保
険
料
、
講
習
費
、

リ
フ
ト
２
日
券
を
含
む
）
問
い
合
わ

せ　

入
間
モ
ン
タ
ナ
ス
ポ
ー
ツ
☎
２

９
６
５
・
３
０
０
０

太
極
拳
の
会
会
員
募
集

　

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
解
消
と
生
涯

元
気
を
目
指
し
て
、
太
極
拳
の
素
晴

ら
し
さ
を
体
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

毎
週
金
曜
日
午
後
２
時
〜
４

時　

と
こ
ろ　

高
倉
公
民
館　

対
象

ど
な
た
で
も　

講
師　

山
本
富
美
子

先
生　

会
費　

月
２
０
０
０
円
（
入

会
金
な
し
）
問
い
合
わ
せ　

畑
田
☎

２
９
６
４
・
３
３
４
１

入
間
少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

　

無
料
体
験
あ
り
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
寒
さ
を
ふ
き

と
ば
そ
う
！

と
き　

毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
〜
４

時
、
日
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

０
時
30
分　

と
こ
ろ　

東
町
小
学
校

（
土
曜
日
）、
富
士
見
公
園
（
日
曜

日
）
対
象　

幼
児
〜
小
学
５
年
生
の

男
女　

会
費　

幼
児
：
月
２
０
０
０

円
、
小
学
生
：
月
３
０
０
０
円
（
入

会
金
な
し
。
兄
弟
割
引
あ
り
）
問
い

合
わ
せ　

牛
川
☎
０
９
０
・
３
１
０

０
・
０
９
８
３

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
会
員

募
集

と
き　

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
午
前

10
時
〜
正
午
ま
た
は
午
後
７
時
30
分

〜
９
時　

と
こ
ろ　

久
保
稲
荷
公
民

館　

会
費　

月
１
８
０
０
円
（
入
会

金
１
０
０
０
円
。
花
材
費
１
回
に
つ

き
１
１
０
０
円
程
度
）
問
い
合
わ
せ

安
藤
☎
２
９
６
６
・
８
１
３
６
、
浅

井
☎
２
９
６
３
・
６
７
６
９

フ
ラ
ダ
ン
ス
「
フ
ラ
・
オ
・
ヒ
キ

ナ
」
会
員
募
集

と
き　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
午
後

１
時
15
分
〜
２
時
15
分　

と
こ
ろ　

東
町
公
民
館　

講
師　

坪
井
加
奈
子

先
生　

会
費　

月
２
０
０
０
円
（
入

会
金
な
し
。
見
学
自
由
）
問
い
合
わ

せ　

村
山
☎
２
９
６
４
・
２
９
７
３

（
午
後
６
時
以
降
）

木
端
の
会
会
員
募
集

　

木
で
仏
像
・
能
面
等
を
彫
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
！

と
き　

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

と
こ
ろ　

西
武
公
民
館　

会
費　

月
１
２
０
０

円
（
入
会
金
１
０
０
０
円
）
問
い
合

わ
せ　

黒
沢
☎
２
９
３
２
・
３
８
１

７
、
宮
井
☎
２
９
６
３
・
６
２
８
０

社
交
ダ
ン
ス
勉
強
会
会
員
募
集

と
き　

毎
週
月
曜
日
午
後
６
時
30
分

〜
９
時
30
分　

と
こ
ろ　

二
本
木
公

民
館　

会
費　

月
１
０
０
円
（
入
会

金
３
０
０
円
）
問
い
合
わ
せ　

浮う
き

中な
か

☎
０
９
０
・
１
７
３
８
・
８
０
７
８

合
氣
道
明
心
会
会
員
募
集

　

独
特
の
稽け

い
 
こ古

法
に
よ
り
、
ど
な
た

で
も
行
え
ま
す
。

と
き　

毎
週
水
・
金
曜
日
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
、
日
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜
３
時　

と
こ
ろ　

市
武
道
館　

対
象　

小
学
生
以
上　

講
師　

亀
井

格
一
先
生　

会
費　

月
３
０
０
０
円

（
小
・
中
学
生
２
０
０
０
円
。
入
会

金
３
０
０
０
円
）
問
い
合
わ
せ　

野

村
☎
０
９
０
・
４
７
２
９
・
１
０
１

１
主
婦
の
た
め
の
優
し
い
易
し
い
英

会
話
会
員
募
集

と
き　

毎
月
第
１
〜
３
土
曜
日
午
前

10
時
〜
11
時
30
分　

と
こ
ろ　

東
金

子
公
民
館　

対
象　

英
会
話
が
初
め

て
の
主
婦
の
方　

会
費　

月
３
５
０

０
円
（
入
会
金
な
し
）
問
い
合
わ
せ

市
川
☎
０
８
０
・
５
４
９
８
・
３
９

３
９い

き
い
き
練
功
サ
ー
ク
ル
会
員
募

集
　

１
月
13
日
・
27
日
㈭
に
無
料
体
験

を
行
い
ま
す
。

と
き　

第
２
・
４
木
曜
日
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

と
こ
ろ　

藤
沢
公
民

館　

対
象　

ど
な
た
で
も　

講
師　

林　

敏
江
先
生　

会
費　

月
１
０
０

０
円
（
入
会
金
な
し
）
問
い
合
わ
せ

枝
川
☎
２
９
６
２
・
５
０
０
０

日
本
刺
繍
研
究
会
会
員
募
集

　

絹
の
光
沢
を
生
か
し
た
作
品
を
作

り
な
が
ら
、
日
本
の
伝
統
技
術
を
学

び
、
継
承
し
て
い
ま
す
。

と
き　

毎
月
第
１
火
曜
日
午
後
１
時

〜
５
時　

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

講
師　

小
川
敦
子
先
生　

会
費　

月

３
０
０
０
円
（
入
会
金
な
し
）
問
い

合
わ
せ　

加
藤
☎
２
９
６
３
・
４
０

３
８い

る
ま
カ
ト
レ
ア
（
コ
ー
ラ
ス
）

会
員
募
集

と
き　

毎
月
第
１
〜
３
木
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

と
こ
ろ　

文
化
創
造
ア
ト
リ
エ
「
ア
ミ
ー
ゴ
」

対
象　

男
女
年
齢
問
わ
ず
、
歌
の
好

き
な
方
ど
な
た
で
も
大
歓
迎　

講
師

村
井
雅
子
先
生　

会
費　

月
２
０
０

０
円
（
入
会
金
１
０
０
０
円
）
問
い

合
わ
せ　

井
沢
☎
２
９
３
２
・
５
１

５
６
（
午
後
６
時
以
降
）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
「
サ
ー
ク
ル
会
員
募

集
」
「
催
し
物
（
発
表
会
）
」
な
ど

の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
掲
載

申
し
込
み
等
詳
し
く
は
、
市
役
所
広

報
広
聴
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

情報ネットワーク
市民ひろば

市公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 
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市民会館　☎2964・2411　豊岡３-10-10

移動図書館やまばと号
　図書館本館☎2964・2415

休館日　毎週月曜日（祝日を除く）

休館日　毎週月曜日（祝日を除く）

《 有料広告欄 》

消
費
生
活

Q
&

A

保
証
人
紹
介
業
と
は
？

Ｑ　

保
証
人
登
録
業
者
に
登
録
し
、
保
証
人

に
な
る
と
収
入
を
得
ら
れ
る
と
聞
き
ま
し
た

が
、
本
当
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

賃
貸
住
宅
や
お
金
を
借
り
る
と
き
に
は

保
証
人
が
必
要
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
身
近
に
保
証
人
を

頼
め
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ
こ
に
目
を
付
け

た
の
が
保
証
人
紹
介
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。

　

保
証
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
契
約
者

が
家
賃
や
借
金
等
を
返
済
し
な
い
と
き
、
契

約
者
に
代
わ
っ
て
家
賃
や
借
金
等
の
返
済
を

す
る
義
務
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
そ
れ
に
伴
う
金
利
や
遅
延
損
害
金
も
支

払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

紹
介
業
者
は
「
経
済
的
に
負
担
す
る
こ
と

は
一
切
な
い
。
会
社
が
責
任
を
持
つ
」
と
言

う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
登
録
時
に
は

保
証
人
が
支
払
い
を
求
め
ら
れ
る
時
期
や
支

払
い
額
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
証
人

と
し
て
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ
た
と
き
に
業

者
が
存
在
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
業
者
に
支

払
い
能
力
が
あ
る
か
ど
う
か
も
分
か
り
ま
せ

ん
。
保
証
人
に
登
録
し
た
が
、
不
安
に
な
り

解
約
し
た
と
こ
ろ
高
額
な
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を

請
求
さ
れ
た
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
事
情
の
分
か
ら
な
い
人
の

保
証
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
重
い
責
任

と
大
き
な
リ
ス
ク
を
伴
い
大
変
危
険
で
す
。

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
１
階
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
☎
２
９
６
３
・
５
１
９
９

月　日 催　し　物 開演時間 入場料 問い合わせ

１月16日
㈰

第33回
新春演芸バラエティショー 午後２時

2,500円
（全席指定）
※残りわずか 市民会館

２月６日
㈰

第13回入間市民音楽祭「吹奏楽
フェスティバル」

午前10時
30分　　 無料

【前売り情報】　　　
谷村新司トーク＆ライブキャラバン「ココロの学校」
とき　３月12日㈯午後５時30分開演　入場料　6,000円（全席指定）

1 月 駐 車 場 所 時間
５・19日
㈬ 入 間 台 前

６・20日
㈭

黒 須 団 地
東 金 子 公 民 館

前
後

７・21日
㈮

や ま ゆ り 荘
東 藤 沢 公 民 館

前
後

８・22日
㈯

博 物 館
入 間 ビ レ ジ

前
後

11・25日
㈫ 藤 沢 八 区 前

12・26日
㈬ 新 久 小 学 校 ※

13・27日
㈭

黒 須 公 民 館
東 金 子 小 学 校

前
※

14・28日
㈮

二 本 木 公 民 館
仏子ニュータウン

前
後

15日㈯ 四 季 の 丘
宮 寺 公 民 館

前
後

18日㈫ ハ イ ネ ス 入 間
宮 寺 小 学 校

前
※

19日㈬ 高 倉 小 学 校 ※

25日㈫ 黒 須 小 学 校 ☆

前
：
午
前
10
時
〜
11
時　

後:

午
後
２
時
〜
３
時　

※
：
午
後
3
時
〜
4
時　

☆
：
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

産業文化センター　☎2964・8377　向陽台1-1-7
月　日 催　し　物 開演時間 入場料 問い合わせ

２月20日㈰ いるま二八落語会
「三遊亭圓丈　独演会」 午後２時 3,000円

（全席指定）産業文化センター

※２月のやまばと号の予定は広報いる
ま１月１日号でお知らせします。

市民会館
市役所

N

児童センター
産業文化センター
図書館

各施設の案内図

入間市役所
☎０４・２９６４・１１１１

カルチャーあい
消費生活Q&A11 広報いるま　平成22（2010）年12月15日号



休日水道修理当番店1・2月1・2月

お気軽に
ご利用を

1 日

2日

3日

9日

10日

16日

23日

30日

6日

11日

13日

20日

27日

１・２月

問い合わせ　鍵山浄水場
（夜間と休日　☎2962・3860）

修理受付時間　緊急やむを得ない
場合を除き午前 9時～午後 4時

※相談は無料です

防災行政用無線の放送内容は…
『テレホンガイドいるま』
☎0120・814894（ハイシヤクショ）

広報いるま（№1064）
　発行日　平成22年12月15日
　（1月15日・8月15日を除く毎月1・15日発行）
　発行　入間市　　編集　企画部広報広聴課
　　　　　　（連絡先等は表紙をご覧ください） 市のイメージマーク

とキャッチフレーズ

●「広報いるま」は各自治会を通してお届けしています。また、市
役所広報広聴課、市役所１階市民ホール・市政情報コーナー、各支
所・公民館、市内の銀行・信用金庫・農協の各支店、各郵便局、各
駅などの窓口にも置いてあります。　
★「広報いるま」は目の不自由な方のためにテープ版・点字版も発行
しています。ご希望の方は市役所障害福祉課までご連絡ください。

㈱瀧産業　　　　　☎2934・6562
㈲浄和設備工業所　☎2932・1591
㈱小川工業　　　　☎2932・3279
岩渕管工　　　　　☎2964・5008
㈲原田設備工業　　☎2962・2191
塚田設備工業所　　☎2962・3817
㈲三ツ木設備　　　☎2936・1141
㈱忠光　　　　　　☎2934・5337
㈲栗原鉄工所  ☎090・4742・1258
㈲寺井工業　　　　☎2964・3131
㈲貫井設備工業　　☎2962・6710
㈲原田設備工業　　☎2962・2191
塚田設備工業所　　☎2962・3817
㈲寺井工業　　　　☎2964・3131
㈲貫井設備工業　　☎2962・6710
創和設備入間　　　☎2932・6914
㈲斉藤水道工業　　☎2962・6424

㈲佐藤住設商会　　☎2934・4545
日東工業　　　　　☎2962・6820
㈲原田設備工業　　☎2962・2191
塚田設備工業所　　☎2962・3817
㈱荒井工業所　　　☎2962・3577
栗原管工　　　　　☎2934・4524
㈲山崎工業所　　　☎2934・1008
㈱水村商店　　　　☎2934・2051
㈱田中工業所　　　☎2932・0625
㈲西武燃料　　　　☎2932・0234

市指定給水装置工事事業者の追加指定、
所在地変更
【追加指定】
・㈲湯山設備工業所（川越市大字今福
　213の２、☎049・242・5064）
【所在地変更】
・日本ライフサービス㈱（東京都中央区
　日本橋堀留町１の２の10）
問い合わせ　市役所水道経営課

相　　　談 月　　　日 時　　　間 問い合わせ･相談場所
弁 護 士 に よ る
法律相談（予約制）

毎週水曜日と
１月28日㈮
２月25日㈮

10：00～12：00
13：00～15：40

市役所☎2964･1111
 [相談場所]
市役所市民生活課
市民相談室

司法書士による
法律相談（予約制）

１月18日㈫
２月15日㈫ 13：00～15：30

（相続、遺言、不動産登記等の相談）

土 地 建 物 相 談 １月５日㈬
２月２日㈬

10：00～12：00

13：00～15：00

（不動産の売買、借地借家等の相談）

税務相談（予約制） １月21日㈮
２月18日㈮

（所得税・相続税等の国税の相談）

建 築 相 談 １月12日㈬
２月２日㈬

（建築物の設計や工事に伴う相談）

行 政 相 談 １月17日㈪
２月７日㈪

人 権 相 談
１月11日㈫
 〃 24日㈪
２月７日㈪
 〃 21日㈪

交 通 事 故 相 談 毎週火曜日
（１月18日・２月15日は弁護士が担当し、
この日のみ予約制）
心 配 ご と 相 談 毎週木曜日
行政書士による
相談（予約制）

１月７日㈮
２月４日㈮ 13：00～16：00

（相続・許認可・外国人の相談）
身体障害者更生相談 １月19日㈬

２月16日㈬ 10：00～12：00知的障害者
狭 山 警 察 署 員
に よ る 暴 力
団 関 係 相 談

１月14日㈮
（２月は休止） 13：30～15：00

労 働 相 談 １月20日㈭
２月17日㈭ 13：00～16：00 事前に市役所商工課

で電話受け付け若年者職業相談 １月５日㈬
２月２日㈬ 10：00～16：00

内 職 相 談 毎週月・火・
木・金曜日

９：00～12：00
13：00～16：00

市役所内職相談室
☎2962・9272

消 費 生 活 相 談 月～金曜日 ９：30～12：00
13：00～16：30

市役所消費生活セン
ター☎2963・5199

児 童 相 談 〃 10：00～12：00
13：00～15：00 市役所児童福祉課

障害者相談支援
障害者就労支援 〃 ８：30～17：00 市役所障害者相談支援センターりぼん☎2901・7088

教 育 相 談 〃 ９：00～17：00 教育研究所☎2964・8355

結 婚 相 談 毎週月曜日 10：00～12：00
13：00～15：00

市社会福祉協議会
☎2963・1014

女性の悩みごと
相 談

毎週水曜日（電話）
毎週月曜日（面接・
予約制）

10：00～12：00
13：00～15：00

男女共同参画推進センター
電話相談☎2964･2545
面接予約☎2964･2561（１月13日・２月10日㈭14：00～18：00にも予約制の面接あり）

女性のための法律
相 談

１月19日㈬
２月16日㈬

（面接・予約制）
13：15～16：45 男女共同参画推進センター面接予約☎2964・2536

※市役所の一般業務は、12月29日㈬～１月３日㈪の間、休業します。
　市民相談もこの期間は休業しますので、ご了承ください。

「テレホンガイドいるま」では
休日当番病院も
お知らせしています。

１月

２月


